
【全年次向け】 

「アルバイト」をしようと考えている皆さんへ 
第１回 

 生徒の皆さんは読んだ後に保護者の方へお渡ししましょう。 

進路だより 
 

 

  

 

この４月から「アルバイトを始めてみよう」と考える人も多いと思います。 

アルバイトは昼間の時間を有効に活用でき、将来の進学費用を貯めたり、職業に対する

意識を高めることにも繋がります。しかし、なかにはアルバイトが原因で欠時数が増え、

進路決定が遅れるような状況に置かれる生徒も実際にいます。 

今回はアルバイトの注意点をまとめてみました。 

 

（１）学校の授業と両立できるアルバイト先を選ぼう！ 

どんなに気に入ったアルバイト先でも、学校の授業と両立できないアルバイトはお勧

めできません。例として一番わかりやすいのは「勤務の時間帯」です。夕方以降にシフト

を入れようとするアルバイト先は避けましょう。 

①アルバイトと授業が両立できた例 

Ａさんは１・２時間目の授業を積極的に履修し、３年次生で卒業しました。在学中は

生徒会活動、部活動でも活躍し、卒業後は神奈川県立産業技術短期大学校に入学しまし

た。Ｂさんは余裕をもって４年次で卒業しました。さらに、スーパーのアルバイトの経

験が進路に結びつき、市場で野菜を扱う仕事に就職しました。 
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Classroom でも配信しています。  



②アルバイトと授業の両立が難しくなる可能性のある例 

Ｃさん、Ｄさんは、卒業することはできましたが、アルバイトが原因で欠時数が多くな

ったり、卒業が遅れたりしました。 

Ｃさんは工事現場でアルバイトをしていましたが、現場が遠方であったため、授業に間

に合わないことが非常に多い生徒でした。３・４時間目の授業を中心に欠時数が増え、単

位が修得できない科目が目立ちました。 

Ｄさんはファストフード店でアルバイトをしていました。アルバイトを始めたころは

授業に影響が出ないように気を付けていましたが、同じ職場の全日制の高校生がアルバ

イトを休んだ際に、代わりにシフトに入ることが増えてしまいました。欠時数が増えてし

まったことにより、卒業見込みが立たなくなり、就職活動に大きな影響がでました。 

 

（２）一番大切なのは「学業」です。 

厚生労働省や文部科学省では「高校生等のアルバイトの労働条件の確保について」と題

して、業界団体に対して高校生を雇用する際に「配慮するべきこと」を要請しています。 

そのなかに「試験の準備期間や試験期間中などに、本人の希望に反してシフトを入れて

いませんか」というチェック項目があります。学校の授業や行事を考えてアルバイトをし

ているうちは良いのですが、アルバイトが中心のスケジュールを考え始めると、授業が疎

かになります。 

アルバイト先を選ぶ際に一番大切なのは、皆さんの学業に対して配慮をしてくれる職

場かどうかという点です。配慮のある職場であれば、「この期間は勉強をしたい」と申し

出ればシフトを減らしてくれたり、授業に影響が出るような無理なシフトは組まないで

しょう。本当に皆さんの将来を心配してくれている職場の上司であれば、授業の時間帯に

シフトを入れてくるようなことは無いはずです。 
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現場が遠いので遅刻する

他のアルバイトが休んだ

時にシフトを入れられる


